









28 歳年長であるのに対して，スタール夫人（1766-1817）とは 14 歳，シャトーブ
リアン（1768-1848）とは 12 歳年齢差があるだけだ。A. リチャード・オリヴァー
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アレクサンデ・ミンスキの言葉を借りるなら，「1780 年から 1820 年の時代区分は，












　ノディエの作品を年代順に辿ると，1799 年から 1800 年にかけて『私自身（Moi-
même）』が書かれ，1802 年にはデビュー作『追放された者たち（Les Proscrits）』が，
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